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（1）

公益財団法人　藤沢市まちづくり協会
シルバー人材センター・生きがい就労センター

もやいとは、人と人とを結び付けること（共働・共助）

光
と
水
の
あ
る
風
景	

中
野
　
文
俊
（
写
真
同
好
会
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

昨
年
12
月
8
日
、
藤
沢
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
推
進
室
共
催
に
よ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
自
転
車
等
整

理
業
務
に
就
業
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
で
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
に
対
し
て
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
全
国
で
養
成
し
、
認
知
症
高
齢

者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
本
市
の
高
齢
化
の
今
後
の
見
通
し
は
、

2
0
2
5
年
の
高
齢
者
人
口
は
10
万
8
千
2
百

人
、
高
齢
化
率
は
25
．2
%
と
推
計
さ
れ
、
4
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

認
知
症
は
、
今
や
老
後
の
最
大
の
不
安
と
な
り
、

超
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
修
得
す
る
た
め
、
認
知
症
を

引
き
起
こ
す
主
な
病
気
、
認
知
症
の
症
状
で
あ
る

中
核
症
状
（
記
憶
障
害
、
見
当
識
障
害
、
理
解
・

判
断
力
の
低
下
等
）
や
行
動
・
心
理
症
状
と
そ
の

支
援
、
認
知
症
の
診
断
・
治
療
や
予
防
、
認
知

症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
心
が
ま
え
、
認
知
症
の

人
へ
の
支
援
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
等
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
人
が

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な
り
ま
す
が
、
サ
ポ
ー

タ
ー
は
何
か
を
特
別
に
や
っ
て
も
ら
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
う
え
で
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
活
動
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
友
人
や
家
族
に
そ
の
知
識
を
伝
え
る
、
認
知

症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ

う
に
努
め
る
、
隣
人
あ
る
い
は
商
店
・
交
通
機
関

等
、
ま
ち
で
働
く
人
と
し
て
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
す
る
、
な
ど
活
動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

地
域
活
動
の
た
め
に
も
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成

講
座
を
是
非
受
講
し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。



（2）

去
る
２
月
22
日
、
藤
沢
市
民
会
館
に

於
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
振
興
の

た
め
に
、
10
年
の
長
き
に
わ
た
り
就
業

し
貢
献
さ
れ
た
方
の
表
彰
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
来
賓
に
、
本
市
の
片
山
睦

彦
福
祉
健
康
部
長
と
平
井
護
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
室
長
を
お
迎
え
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
35
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々

の
就
業
職
種
も
公
園
・
施
設
管
理
、
自

転
車
整
理
、
除
草
・
清
掃
、
屋
内
軽
作

業
な
ど
様
々
な
職
種
に
就
業
さ
れ
、
地

域
社
会
で
活
躍
し
貢
献
さ
れ
て
い
る
皆

様
で
す
。（
公
財
）藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り

協
会
遠
藤
主
計
理
事
長
よ
り
受
彰
者
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
引
き
続
き「
協
会

と
し
て
今
後
も
元
気
な
高
齢
者
等
の
活

躍
の
場
の
拡
充
の
た
め
に
、
多
様
な
就

業
機
会
の
開
拓
に
努
め
、〝
生
涯
現
役
〟

に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
受
彰
者

を
代
表
し
て
、
廣
富
章
様
よ
り「
今
日
の

栄
誉
を
今
後
の
働
き
が
い
に
し
、
社
会

に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
を
代
表
し
て
片
山
福
祉
健

康
部
長
よ
り
、
受
彰
者
に
「
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
達
等
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
き
い
き
と
活
動
し
て
も
ら
え

る
よ
う
市
も
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
」

と
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
終
了

後
、
藤
沢
落
語
講
談
倶
楽
部
の
〝
あ
や

志
家
つ
か
丸
〟
さ
ん
に
よ
る
落
語
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
表
彰
式
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
表
彰

さ
れ
た
方
は
、
次
の
会
員
の
皆
さ
ま
で

す
。
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て

（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会
は

「
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
市
民
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
目
的

に
向
け
て
、「
第
一
次
中
期
経
営
計
画
」

に
引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
を
計
画
の
期
間
と
す
る
「
第
二

次
中
期
経
営
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
経
営
計
画
に
基
づ
い
て

各
分
野
で
3
か
年
の
事
業
計
画
を
定
め
、

そ
れ
に
沿
っ
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〈
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

こ
の
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
、
民

間
企
業
、
個
人
等
か
ら
高
齢
者
の
就
業

に
関
し
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業

又
は
軽
易
な
業
務
の
機
会
を
確
保
し
、

組
織
的
に
提
供
す
る
こ
と
及
び
就
業
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付
与
す
る
た

め
の
講
習
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
、
並

び
に
社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
諸
活
動
を
行
い
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
の
充
実
と
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。

◎
実
施
事
業

1
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ
短
期

的
な
就
業
、
又
は
そ
の
ほ
か
の
軽
易

な
業
務
に
係
る
就
業
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充

実
と
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
た
め
、
高

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
、
地
方

公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
個
人
等
か

ら
受
託
し
、
能
力
、
希
望
等
に
応
じ

て
請
負
又
は
委
任
に
よ
り
提
供
し
ま

す
。
就
業
機
会
の
提
供
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
か
ら
発
注
さ
れ
た
仕
事
の

情
報
を
広
く
高
齢
者
に
周
知
し
、
公

平
な
就
業
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

就
業
な
ど
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
会

員
が
就
業
で
き
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。（
主
な
事
業
）
施

設
の
清
掃
・
管
理
、
駅
前
自
転
車
の

整
理
、
駐
車
場
の
管
理
、
公
民
館
等

の
施
設
管
理
、
公
園
の
清
掃
・
管
理

等
、
除
草
・
清
掃
、
植
木
剪
定
、
草
刈
、

屋
内
外
の
清
掃
、
障
子
・
襖
の
張
替
え
、

家
事
支
援
等
。

2
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な

就
業
又
は
、
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務

に
係
る
就
業
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

（
主
な
事
業
）
①
職
業
紹
介
事
業　

高

齢
者
の
就
業
に
関
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
者
と
な
り
、

求
人
及
び
求
職
の
申
し
込
み
を
受
け

て
、
求
人
者
と
求
職
者
と
の
間
に
お

け
る
雇
用
関
係
の
成
立
を
斡
旋
す
る

事
業　

②
労
働
者
派
遣
事
業　

派
遣

元
事
業
主
で
あ
る
（
公
社
）
神
奈
川

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

と
の
連
携
の
も
と
、
派
遣
先
の
指
揮

命
令
を
受
け
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る

事
業

3
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付
与
す
る

た
め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
就
業
上

必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
に
付
与
し
、
よ
り
広
い

平
成
30
年
会
員
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

福
嶋　

民
雄	

香
川　

達
男

廣
富　

章	

内
田　

洋
司

取
屋　

信
春	

浜
野　

康
一

遠
藤　

信
久	

海
田　

孝
博

菊
地　

正
満	

矢
野
倉
孝
士

神
谷　

鉦
三	

岩
間　

紀
憲

下
坂　

武
雄	
関
野　

清
信

生
井　

周
三	
村
山　

健
三

塩
野　

笑
子	
家
田　

憲
治

黒
岩　

弘
司	

山
田　

博

端
山　

富
夫	

野
田　

英
雄

後
藤　

政
光	

石
井　

繁

山
元　

貞
夫	

齋
藤　

一
郎

奥
山　

源
郎	

石
田　

長
二

森　

康
郎	

中
庭　

泰
雄

小
川　

隆
司	

井
上　

英
司

木
村　

幸
男	

本
間　

正
栄

及
川　

令
子

表
彰
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確
保
と
提
供

を
行
い
ま
す
。（
主
な
事
業
）
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
習
、
接
遇
研
修
、
高
齢
者

セ
ミ
ナ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
、

高
齢
者
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
習

4
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
、

並
び
に
社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
諸
活
動
を
行
い
ま
す
。（
主
な

事
業
）
普
及
啓
発
事
業
、
安
全
・
適

正
就
業
の
推
進
、
調
査
研
究
事
業
、

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
事
業
、
企

画
提
案
方
式
に
よ
る
事
業
、
相
談
事

業
、
社
会
参
加
活
動
の
推
進
事
業
等

〈
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

こ
の
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
、
民

間
企
業
及
び
個
人
等
か
ら
仕
事
を
受
注

し
、
障
が
い
者
等
の
働
く
機
会
を
確
保
、

提
供
し
、
就
業
及
び
社
会
参
加
と
交
流

の
推
進
並
び
に
生
き
が
い
の
充
実
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。

◎
実
施
事
業

1
障
が
い
者
等
に
適
し
た
仕
事
を
地
方

公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
個
人
等
か

ら
受
託
し
能
力
、
希
望
等
に
応
じ
て

請
負
又
は
委
託
に
よ
り
提
供
す
る
と

と
も
に
、
就
業
を
創
出
す
る
自
主
事

業
を
行
い
ま
す
。（
主
な
事
業
）
①
請

負
又
は
委
託
に
よ
る
事
業
。
障
が
い

者
に
、
民
間
企
業
か
ら
受
託
し
た
部

品
の
組
み
立
て
作
業
を
中
心
に
、
ま

た
女
性
会
員
に
は
、
個
人
等
か
ら
市

民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
仕
事
と

し
て
、
カ
ー
テ
ン
等
の
縫
製
、
和
・

洋
服
リ
フ
ォ
ー
ム
、
地
方
公
共
団
体

及
び
民
間
企
業
か
ら
は
、
配
布
物
等

の
封
入
・
封
緘
、
筆
耕
等
を
受
託
し

提
供
す
る
。
②
自
主
制
作
事
業
。
障

が
い
者
等
が
制
作
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

等
に
配
慮
し
た
作
品
を
地
域
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
販
売
す

る
活
動
を
行
う
。

2
就
業
機
会
の
提
供
並
び
に
社
会
参
加

活
動
を
推
進
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
事
業
）
普
及
啓
発
事
業
、
安
全
・

適
正
就
業
の
推
進
事
業
、
調
査
研
究

事
業
、
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
事
業
、

相
談
事
業
、
技
能
研
修
等
、
社
会
参

加
活
動
の
推
進
、
公
益
目
的
事
業
の

活
動
拠
点
の
運
営
管
理

～
高
齢
者
の
全
身
痛
や

腰
背
部
痛
を
起
こ
す
病
気
～

藤
沢
市
民
病
院
名
誉
院
長	

柏
木
　
政
伸

日
本
老
年
医
学
会
特
別
会
員

（
於
：
Ｈ
29
．11
．24　
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

年
取
れ
ば
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
痛

み
を
訴
え
る
人
は
増
え
る
。
最
近
は
、

高
齢
者
に
も
「
ス
マ
ホ
首
」「
パ
ソ
コ
ン

首
」
な
ん
て
も
言
わ
れ
て
い
る
。

痛
み
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、

男
性
（
26
％
）
よ
り
も
女
性
に
多
く

（
34
％
）、
高
齢
肥
満
女
性
の
半
分
近
く

が
訴
え
、
男
で
は
筋
肉
量
の
減
っ
て
る

人
に
多
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

な
か
に
は
、
漫
然
と
鎮
痛
薬
や
貼
布

薬
ば
か
り
に
頼
っ
て
い
て
、
命
取
り
に

も
な
る
の
も
あ
る
か
ら
、
専
門
医
の
診

断
や
治
療
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
祈
る

ば
か
り
で
あ
る
。

１「
ど
ん
な
時
に
、
早
く
専
門
医
の
と
こ

ろ
ヘ
行
く
べ
き
か
」

イ
）
急
性
発
症
す
る
全
身
痛
や
腰
背

部
痛
、
そ
れ
に
四
肢
の
し
び
れ

や
異
常
感
が
あ
る

ロ
）
関
節
や
筋
肉
の
全
身
痛
や
関
節

痛
・
筋
肉
痛
が
多
発
し
て
い
る

全
身
痛
や
腰
背
部
痛
の
専
門
医
と
は

「
整
形
外
科
」「
リ
ウ
マ
チ
科
」「
謬
原
病

科
」
を
い
う
。

原
因
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、「
急
に
発

熱
」「
痛
み
が
激
し
く
、
全
身
が
身
動
き

も
出
来
な
い
」「
肩
や
背
中
や
腰
部
の
激

痛
だ
」「
手
足
の
し
び
れ
を
伴
う
」「
手

足
の
こ
わ
ば
り
が
長
い
時
間
つ
づ
く
」

「
全
身
の
脱
力
感
」「
動
け
な
い
」
な
ど

が
い
く
つ
か
一
緒
に
発
し
た
場
合
は
、

と
に
か
く
専
門
医
に
急
ぐ
の
が
良
い
。

２「
発
症
し
て
、
す
ぐ
に
専
門
医
に
診
て

も
ら
え
れ
ば
よ
い
が
、
で
き
な
い
場

合
の
数
日
間
は
、
ど
う
す
る
か
」

イ
）
家
庭
医
の
指
示
を
受
け
る
…
電

話
な
り
直
接
の
診
察
を
受
け
る

ロ
）
手
足
の
し
び
れ
や
異
常
感
覚
が

な
け
れ
ば
、
ま
ず
は
「
大
の
字

に
横
た
わ
る
」

ハ
）
鎮
痛
薬
や
貼
布
薬

精
神
的
に
、
気
を
落
ち
着
け
る
こ
と

が
大
切
だ
。「
深
く
息
を
吸
う
」。
そ
の

た
め
に
「
大
の
字
に
臥
す
」
の
が
い
い
。

こ
の
わ
ず
か
な
安
静
が
、
全
体
像
に
良

い
効
果
を
生
み
や
す
い
。
で
も
、
何
日

も
安
静
を
つ
づ
け
れ
ば
逆
効
果
で
あ

る
。
筋
肉
は
衰
え
、
治
す
チ
ャ
ン
ス
を

失
す
る
。

3「
高
齢
に
な
っ
て
初
め
て
発
症
す
る
全

身
痛
を
起
こ
す
代
表
的
な
怖
い
病
気

と
は
？
」

今
回
は
、
二
つ
の
「
高
齢
者
発
症
の

リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
」
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
。

リ
ウ
マ
チ
と
聞
い
て
、
な
ん
だ
、
あ

ん
な
病
気
は
知
っ
て
る
よ
と
バ
カ
に
す

る
で
な
い
。「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
と
「
リ

ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
」
が
あ
る
が
、

50
歳
前
後
で
中
年
女
性
に
起
こ
っ
て
、

指
の
関
節
が
腫
れ
て
固
く
な
っ
て
変
形

す
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は
全
く
違
う
。

手
指
の
腫
れ
や
痛
み
も
あ
る
が
、
首
や

肩
や
腕
や
も
も
（
股
）
な
ど
の
大
き
い

関
節
が
や
ら
れ
や
す
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、簡
単
に
触
れ
る
。

Ａ
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
に
つ
い
て

70
歳
前
後
の
高
齢
者
に
な
っ
て
発
症

す
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
ど
ん
ど
ん
進

行
す
る
。
治
療
が
遅
れ
れ
ば
身
動
き
も

出
来
な
い
ひ
ど
い
状
態
に
な
る
。
命
が

助
か
っ
て
も
、
生
活
出
来
な
い
こ
と
が

あ
る
。

発
熱
し
、
意
外
と
大
き
な
関
節
（
首
、

両
肩
、
両
膝
、
大
腿
骨
な
ど
）
が
や
ら

れ
て
、
そ
の
関
節
は
破
壊
さ
れ
て
崩
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
免
疫
抑
制
療
法
（
抗

リ
ウ
マ
チ
薬
な
ど
）
の
必
要
が
あ
る
か

ら
、
専
門
医
の
早
期
診
断
が
必
要
に
な

る
。特

殊
治
療
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、

高
齢
者
発
症
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
身
体

の
あ
ち
こ
ち
の
臓
器
に
「
多
発
性
血
管

炎
」
を
起
こ
し
、
体
中
の
細
い
血
管
が

詰
ま
っ
た
り
、
全
身
の
皮
膚
に
出
血
し
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た
り
し
て
死
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
肺
炎
を

お
こ
せ
ば
、
治
り
に
く
い
。

専
門
医
に
診
て
も
ら
う
必
要
が
、
そ

こ
に
あ
る
。
と
に
か
く
、
70
歳
前
後
で

発
症
す
る
こ
の
高
齢
発
症
の
関
節
リ
ウ

マ
チ
は
、
今
ま
で
の
医
師
が
使
っ
て
い

た
医
学
書
に
は
、
記
載
が
無
い
の
だ
。

患
者
2
人
を
提
示
し
よ
う
。

2
人
と
も
、
死
な
な
か
っ
た
。
で
も
、

Ｋ
氏
は
治
療
が
遅
れ
て
歩
く
こ
と
も
出

来
ず
、
Ｍ
氏
は
日
常
生
活
に
戻
れ
そ
う

だ
。
そ
の
分
か
れ
道
は
何
故
だ
か
を
、

考
え
て
ほ
し
い
。

一
人
目
の
Ｋ
氏
は
現
在
85
歳
の
男
。

10
年
前
の
75
歳
で
手
指
の
こ
わ
ば
り
、

首
か
ら
肩
に
か
け
て
の
痛
み
。
口
が
開

け
難
い
と
。
2
軒
の
開
業
医
で
鎮
痛
薬

と
湿
布
治
療
を
受
け
て
い
た
。

発
症
か
ら
3
年
後
、
口
が
開
き
難
い

と
の
主
訴
で
Ｆ
病
院
口
腔
外
科
を
受
診
、

顎
関
節
炎
。
そ
の
ほ
か
の
関
節
症
状
も

あ
っ
て
、
医
師
は
Ｙ
市
の
大
学
病
院
に

依
頼
し
た
ら
ば
、「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
と

判
明
し
た
。
す
で
に
手
足
肩
関
節
Ｘ
線

で
破
壊
が
進
ん
で
い
た
か
ら
、
特
殊
治

療
に
も
時
間
が
掛
か
っ
た
。

命
は
助
か
っ
た
が
、
現
在
も
歩
行
困

難
強
く
、
外
に
出
た
が
ら
な
い
と
い
う
。

二
人
目
の
Ｍ
氏
は
現
在
71
歳
の
男
。

高
血
圧
で
降
圧
薬
を
服
用
。
真
面
目
で

お
と
な
し
い
人
で
、
口
数
が
少
な
い
。

私
が
診
て
い
る
方
で
あ
る
。

昨
年
、
70
歳
の
11
月
に
全
身
痛
（
首
・

両
肩
・
両
膝
・
腰
）、
37
．3
度
、
食
思

不
振
で
来
院
。
既
往
歴
の
質
問
で
、
8

月
に
手
指
に
こ
わ
ば
り
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。

そ
の
日
の
血
液
検
査
で
Ｒ
Ｆ
軽
度
陽

性
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
10
㎎
／
dl
（
正
常
者
は
0
）

で
高
い
値
だ
。
Ｘ
線
（
単
純
）
で
関
節

の
骨
破
壊
像
は
無
か
っ
た
。

尿
は
汚
れ
、
白
血
球
も
多
か
っ
た
の

で
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
高
値
と
尿
所
見
を
重
視
し

て
、
尿
路
感
染
症
の
診
断
で
、
ま
ず
は

抗
生
物
質
を
使
用
し
た
。
2
週
間
で
尿

所
見
も
良
く
な
っ
た
。
首
か
ら
肩
・
前

胸
部
あ
た
り
の
痛
み
の
増
強
は
な
か
っ

た
。
2
週
後
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
も
6
に
減
少

し
た
。

し
か
し
、
3
週
間
後
の
11
／
30
、
手

足
が
少
し
む
く
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
翌
日
の
12
／
1
に
、
手
足
の
む
く

み
が
増
し
、
関
節
痛
・
筋
肉
痛
も
増
悪

し
た
と
来
院
し
た
。
す
ぐ
に
専
門
医
の

い
る
Ｆ
病
院
整
形
外
科
に
紹
介
し
た
。

Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
は
高
い
が
Ｒ
Ｆ
は
弱
陽
性

で
、
Ｘ
線
像
に
も
骨
破
壊
像
は
認
め
て

無
い
か
ら
、
私
の
診
断
は
「
リ
ウ
マ
チ

性
多
発
筋
肉
痛
症
」
と
し
て
Ｆ
病
院
に

送
っ
た
が
、
専
門
医
か
ら
の
最
終
結
論

は
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
と
あ
っ
た
。

1
ヶ
月
後
に
患
者
本
人
か
ら
電
話
が

き
て
、
特
殊
な
2
種
類
の
抗
リ
ウ
マ
チ

薬
を
使
用
し
て
か
ら
グ
ン
グ
ン
と
関
節

痛
も
筋
肉
痛
も
取
れ
て
き
た
と
い
う
。

喜
ん
で
い
た
声
で
あ
る
。

29
／
1
／
17
（
2
ヶ
月
後
）
来
院
、

降
圧
薬
を
取
り
に
き
た
時
の
カ
ル
テ
に

は
「
い
い
顔
し
て
い
る
ね
…
」
と
記
載

が
あ
る
。
3
／
14
（
5
ヶ
月
後
）
の
来

院
時
は
元
気
で
、
専
門
医
の
薬
は
最
近

変
っ
た
と
い
う
。
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト

な
ど
に
な
っ
た
と
。

11
／
14
（
全
身
痛
で
来
院
し
て
、
ち
ょ

う
ど
1
年
）、
ま
っ
た
く
痛
み
が
無
く

な
っ
た
と
。
で
も
、
ま
だ
専
門
医
の
薬

は
服
用
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
患
者
は
、
普
通
人
と
同
じ
よ
う
な

日
常
生
活
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
高
齢
者
発
症
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
の

診
断
の
ポ
イ
ン
卜
に
つ
い
て
、
提
示
す

る
。イ

）「
女
性
に
お
お
い
」
…
男
の
4
～

9
倍

ロ
）「
45
分
か
ら
1
時
間
に
も
な
る
朝

の
手
足
の
こ
わ
ば
り
」

ハ
）「
肩
や
膝
の
関
節
痛
や
腫し

ゅ
ち
ょ
う脹
は
左

右
対
称
の
多
発
性
関
節
症
状
」

…
大
腿
骨
も
訴
え
る

ニ
）「
血
液
検
査
で
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因

子
と
い
う
Ｒ
Ｆ
や
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗

体
や
Ｃ
Ｒ
Ｐ
反
応
強
陽
性
」

ホ
）「
骨
Ｘ
線
で
、
関
節
破
壊
像
」

高
齢
発
症
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
改

善
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、「
反

復
転
倒
し
や
す
い
」
こ
と
に
厳
重
注
意

で
あ
る
。

Ｂ
「
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
」
に
つ

い
て

高
齢
者
関
節
リ
ウ
マ
チ
よ
り
も
、
近

年
は
患
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
報
告

も
あ
る
。

日
本
老
年
病
学
会
で
Ｔ
大
学
の
報
告

が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
平

均
年
齢
75
歳
の
高
齢
者
32
人
の
「
高
齢

者
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
の
報
告
」

で
あ
る
。女
は
男
の
2
倍
だ
っ
た
と
い
う
。

筋
肉
痛
の
起
こ
っ
た
部
位
は
、
首
が

も
っ
と
も
多
く
て
43
％
、
大
腿
・
両
側

上
腕
が
そ
れ
ぞ
れ
30
％
か
ら
35
％
、
腰

痛
が
18
％
。

関
節
痛
の
起
こ
っ
た
部
位
は
、
両
肩

が
78
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
手
関
節

30
％
、
股
関
節
12
％
。

朝
の
こ
わ
ば
り
18
％
、体
重
減
少
9
％
。

血
液
検
査
で
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
は
平
均
で
11

㎎
／
dI
と
高
い
。

ブ
レ
ド
ニ
ン
が
効
果
的
で
、
諸
症
状

が
早
く
改
善
し
た
が
、
中
止
が
出
来
な

い
と
報
告
者
は
悩
ん
で
い
た
。
再
発
し

や
す
い
こ
と
と
、
感
染
症
が
悪
化
し
な

い
よ
う
に
と
の
観
察
を
要
し
た
と
い
う
。

「
高
齢
者
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
」

の
診
断
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
し
て
お
こ
う
。

イ
）「
朝
の
手
足
の
こ
わ
ば
り
や
動
か

し
難（
45
分
以
上
）」「
握
力
低
下
」

	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
点

ロ
）「
両
肩
関
節
痛
や
股
関
節
の
痛
み

や
動
き
が
悪
い
」……
…
…
1
点

ハ
）「
肩
や
肢
関
節
以
外
の
関
節
痛
は

無
い
」……
…
…
…
…
…
…
1
点

ニ
）「
血
液
検
査
で
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
陰

性
、
だ
が
Ｃ
Ｒ
Ｐ
強
陽
性
」

柏木政伸名誉院長
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
点

4
点
以
上
な
ら
、
こ
の
病
気
だ
と
さ

れ
て
い
る
。

4「
送
っ
た
専
門
病
院
は
何
を
検
査
し
て

い
る
か
？
」

イ
）
血
液
検
査
…
Ｒ
Ａ
や
Ｒ
Ｆ
（
リ

ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
）
や
Ｃ
Ｒ
Ｐ

定
量
（
炎
症
マ
ー
カ
ー
）

ロ
）
Ｘ
線
検
査
や
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

専
門
医
は
診
察
の
上
、
血
液
検
査
で

は
一
般
的
な
検
査
の
ほ
か
に
、「
Ｒ
Ａ
」

か
「
Ｒ
Ｆ
」
と
「
Ｃ
Ｒ
ｐ
」
を
検
査
す

る
。
最
近
の
医
学
で
は
自
己
免
疫
因
子

に
関
係
す
る
「
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
」
を
や

る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
骨
や
関
節
が
痛
む
な
ら
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
。

５「
上
記
の
検
査
で
わ
か
る
高
齢
者
の
全

身
痛
・
腰
背
部
痛
を
起
こ
す
病
名
」

イ
）
Ｒ
Ｆ
か
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
が
強
陽

性
…
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
が
高
い
…
関
節

リ
ウ
マ
チ

ロ
）
Ｒ
Ｆ
か
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
が
弱
陽

性
か
陰
性
…
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
が
高
い

…
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症

ハ
）
Ｒ
Ｆ
か
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
が
陰
性

…	

Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
が
陰
性
…
次
の
6

に
記
載
し
た
も
の

ニ
）
Ｒ
Ｆ
か
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
が
陽
性

…	

Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
が
陰
性
…
膠
原
病

6「
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
検
査
」
も
「
Ｃ
Ｒ
Ｐ

定
量
」
も
陰
性
の
場
合
（
前
項
の
ニ
）

の
病
気
」

変
形
性
脊
椎
症
、
骨
粗
鬆
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
、
線
維
筋
痛
症
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
慢
性
の
経
過
を
取
る
も
の

で
あ
っ
て
、
痛
み
に
苦
し
む
が
、
こ
の

病
気
が
原
因
で
は
死
な
な
い
。
主
に
老

化
現
象
で
あ
る
が
、
あ
な
た
自
身
の
生

活
態
度
が
悪
か
っ
た
か
ら
（
姿
勢
、
運

動
不
足
、
食
い
物
、
ス
ト
レ
ス
過
剰
）

起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

四
肢
の
し
び
れ
や
動
か
な
い
な
ど
の

症
状
が
あ
れ
ば
、
1
の
項
目
に
従
う
こ

と
で
あ
る
。

7「
高
齢
者
発
症
の
病
気
を
起
こ
さ
な
い

手
段
は
あ
る
の
か
？
」

イ
）「
転
倒
し
な
い
」「
尻
も
ち
を
つ

く
な
」
…
「
脊
椎
圧
迫
骨
折
」「
大

腿
骨
や
上
肢
の
骨
折
」

ロ
）「
座
り
つ
づ
け
る
な
！
」
…
あ
な

た
は
一
日
に
ど
の
く
ら
い
座
っ

て
る
か
を
知
っ
て
る
か
？

ハ
）「
食
・
歩
く
・
楽
し
く
助
平
っ
た

ら
し
く
生
き
る
」

7
時
間
以
上
も
座
っ
て
る
日
本
人
が

多
い
と
い
う
。
家
に
い
る
時
、
ち
ょ
っ

と
立
っ
て
用
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
座
っ

て
る
こ
と
の
多
い
自
分
を
見
つ
め
て
ほ

し
い
。
こ
ん
な
具
合
で
は
、
四
肢
の
筋

肉
も
腹
の
筋
肉
も
ド
ン
ド
ン
衰
え
て
、

筋
肉
量
は
減
り
筋
力
も
亡
く
し
て
い
る
。

歩
く
時
に
は
、
ほ
か
の
考
え
ご
と
を

し
て
は
な
ら
な
い
。
最
近
も
、
知
人
の

90
歳
の
老
婆
が
、
玄
関
を
出
て
す
ぐ
に

よ
ろ
め
い
て
転
倒
し
た
。
考
え
事
を
し

て
い
た
と
い
う
。

家
の
な
か
で
も
、
足
を
よ
く
上
げ
る

訓
練
が
大
切
。
111
歳
ま
で
、
毎
日
、
家

の
な
か
で
足
踏
み
を
3
千
回
や
っ
て
い

た
男
性
は
、
最
後
ま
で
元
気
で
施
設
に

入
ら
ず
、
家
族
団
欒
の
日
々
で
あ
っ
た

と
い
う
。

今
年
6
月
に
講
演
し
た
「
超
百
寿
者
」

の
生
き
方
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

ギ
ネ
ス
に
載
っ
た
こ
の
人
は
、
普
段

か
ら
、
何
で
も
よ
く
食
べ
た
。
卵
も
一

日
に
何
個
も
食
べ
た
し
、
牛
肉
や
豚
肉

を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
食
う
こ

と
は
生
き
る
た
め
で
あ
る
。

平
成
30
年
度 

事
務
局
の
執
行
体
制

　

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

鈴
木　

秀
夫

　

セ
ン
タ
ー
長
補
佐　

石
井　

哲
也

【
総
務
担
当
】

　

上
級
主
査	

田
中　

雄
一

　

主
査	

山
口　

み
さ

　

主　
　

事	

石
崎　

彩
香

　

臨
時
職
員	

藤
巻　

澄
江
・
長
谷　

美
幸

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
公
共
担
当
】

　

上
級
主
査	

山
下　

隆
治

　

主
事	

辻
川　

貴
行

　

非
常
勤
嘱
託	

杉
山　

哲
己
・
前
田　

弁
榮

	
	

宮
武　

重
信
・
小
川　

晶

	
	

稲
垣　

一
彦

　

臨
時
職
員	

佐
藤　

常
平
・
村
松　

光
男

	
	

城
田　

修
治

【
企
業
担
当
】

　

上
級
主
査	

田
中　

崇
之

　

常
勤
嘱
託	
柿
﨑
貴
美
子
・
信
田　

英
雄

【
個
人
担
当
】

　

主
査	

渥
美　

比
呂
子

　

常
勤
嘱
託	

角　

樹
幹
生

　

臨
時
職
員	

真
田　

理
恵

	
	

安
生　

由
紀
子

【
分　

室
】

　

分
室
長
（
兼
務
）　

石
井　

哲
也

　

上
級
主
査	

飯
田　

修
一

　

非
常
勤
嘱
託	

広
瀬　

稔

　

臨
時
職
員	

二
見　

さ
お
り

	
	

堀　

義
峰
・
程
島　

正
博

【
自
転
車
等
駐
車
場
管
理
事
務
所
】

　

所
長	

髙
島　

誠
美

　

上
級
主
査	

櫻
井　

幹

　

主
査	

川
畑　

顕
二
・
上
鈴
木
純
子

　

非
常
勤
嘱
託	

小
野　

清
・
石
倉　

隆
広

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

【
障
が
い
者
担
当
】

　

主
査	

栗
城　

武

　

非
常
勤
嘱
託	

長
谷
川　

清

【
女
性
担
当
】

　

上
級
主
査	

山
口　

直
美

　

臨
時
職
員	

若
生　

直
子

公
益
財
団
法
人
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー



（6）

会
員
の
活
動
紹
介

梅
の
花

宮
村
　
毅

我
が
家
の
庭
の
梅
の
花
が
今
年
も
咲

き
始
め
た
。
今
の
家
に
引
っ
越
し
て
来

た
時
に
買
っ
て
植
え
、
41
年
経
っ
た
。

植
え
て
か
ら
は
毎
年
立
春
の
頃
に
な
る

と
花
が
咲
き
始
め
た
が
梅
の
実
が
ひ
と

つ
も
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
娘
が
結

婚
し
3
年
経
っ
た
暮
れ
に
娘
か
ら
、「
赤

ち
ゃ
ん
が
で
き
た
。
来
年
生
ま
れ
る
の
」

と
報
告
が
あ
っ
た
。
我
が
家
に
と
っ
て

初
孫
で
あ
り
、
夫
婦
共
々
大
喜
び
で
あ
っ

た
。
初
孫
の
誕
生
は
6
月
の
予
定
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
年
が
明
け
2
月
に
入

り
、
そ
の
年
も
梅
の
花
が
美
し
く
咲
い

た
。
初
孫
の
誕
生
を
楽
し
み
に
し
な
が

ら
梅
の
花
を
眺
め
て
い
た
。
梅
の
花
が

散
り
終
り
暫
く
し
て
、
ひ
ょ
っ
と
梅
の

木
を
見
て
驚
い
た
。
な
ん
と
梅
の
実
が

初
め
て
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
た
っ
た

ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く

初
孫
が
誕
生
し
た
。
女
の
子
だ
っ
た
。

た
っ
た
ひ
と
つ
の
梅
の
実
が
我
が
家
に
尊

い
命
を
授
け
て
く
れ
た
証
の
よ
う
な
気
が

し
た
。そ
の
初
孫
も
今
年
中
学
生
に
な
る
。

人
の
心
を
大
切
に
す
る
優
し
い
、
素
敵
な

女
性
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
で
き
れ
ば
母
親

に
似
た
美
人
に
ね
!!

（
平
成
30
年
2
月
10
日
記
）

史
跡
歩
き
同
好
会

白
梅
の
ト
ン
ネ
ル
香
雲
寺

上
田
　
晴
重

二
月
の
梅
は
、
平
成
二
十
五
年
は

曽
我
梅
林
、
二
十
六
年
は
熱
海
梅
園
、

二
十
七
年
は
田
浦
梅
林
と
行
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
秦
野
市
西
田
原
の
香
雲
寺

に
行
き
ま
し
た
。

香
雲
寺
は
、一
五
六
四
年
（
永
禄
七
年
）

に
大
藤
政
信
が
羽
根
村
の
春
窓
院
を
移

し
て
再
興
し
た
も
の
で
、
後
に
家
康
か
ら

寺
領
五
石
の
朱
印
を
受
け
た
お
寺
で
す
。

大
藤
秀
信
の
名
が
記
さ
れ
た
古
い
鐘

や
、
い
ぼ
と
り
地
蔵
が
あ
り
、
本
堂
裏
山

に
は
大
藤
氏
の
2
つ
の
墓
も
有
り
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
に
、
歩
い
て
み
る
梅

林
で
は
な
く
、
参
道
沿
い
に
約
七
十
本

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
白
梅
の
ト
ン
ネ
ル

を
楽
し
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

（
平
成
30
年
2
月
3
日
）

　
史
跡
歩
き
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

84

−

9
0
2
8　

上
田	
晴
重

写

真

同

好

会

表
紙
は
語
る

光
と
水
の
あ
る
風
景中

野
　
文
俊

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
写
真
は
パ
ソ
コ
ン

の
中
で
2
枚
～
5
枚
の
写
真
を
重
ね
て

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
品
に
す
る
方
向

で
す
。
今
回
は
4
枚
の
写
真
を
角
度
と

光
を
調
整
し
て
自
然
風
景
を
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
に
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

　
写
真
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

33

−

2
8
6
5　

鈴
木	

昭
ま
で

川
柳
・
五
行
歌
通
信

若
林
　
琢
磨

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

選
者
で
あ
る
森
本
生
雄
先
生
、
又
々

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
三
大
新
聞

で
あ
る
讀
賣
新
聞
に
「
川
柳
」
と
「
五

行
歌
」
の
通
常
あ
り
得
な
い
、
両
部
門
に

選
ば
れ
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

皆
様
に
も
ご
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
八
年
二
月
二
十
四
日
付

「
川
柳
」
瀬
々
倉
卓
治
先
生
選
″
秀
逸
〟

◎
流
れ
星
ロ
マ
ン
は
部
屋
を
開
け
て
待
つ

「
五
行
歌
」
草
壁
焔
太
先
生
選
″
特
選
〟

靭
帯
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト

乗
越
え
た

羽
生
が

冬
の
蝶真

に
天
才
の
域
で
す
ね

※
次
号
は

○
○
維
持
に
役
に
立
つ

″
5
の
勧
め
〟
を
お
届
け
し
ま
す
。

は
た
し
て
何
の
勧
め
？

お
楽
し
み
に

な
お
、
当
同
好
会
に
ご
参
加
の
か
た
は
、

左
記
の
森
本
、
若
林
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　句
題

　『
長
寿
』

年
金
で
長
生
き
し
ま
す
三
途
ま
で

 
《
生
雄
》

老
い
て
な
お
リ
ズ
ム
は
捨
て
ぬ
長
寿
路

 
《
い
き
お
》

長
寿
に
は
お
金
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ホ
ス
ピ
タ
ル

 
《
裕
助
》

昨
日
今
日
ギ
シ
ギ
シ
と
鳴
る
骨
や
肉
 
《
ゆ
う
す
け
》

戦
な
く
平
和
を
願
う
長
寿
国

 
《
琢
磨
》

お
か
げ
様
夫
婦
そ
ろ
っ
て
傘
の
年

 
《
た
く
ま
》

川 

柳 

同 

好 
会

選
者　
　
　森
本

　生
雄

　43
ー
0
0
2
3

　
　
　若
林

　琢
磨

　81
ー
1
4
0
7

誕
生
日

歳
は

聞
か
ず
に

お
め
で
と
う

凡
夫
婦

　
　
　生
雄

孫
と

つ
く
し
ん
ぼ
採
り

つ
く
だ
煮
に

お
い
し
い
け
ど

に
が
いっ
て
さ

　
　
　も
も
子

五
行
歌

（
皆
様
か
ら
の
旅
行
記
等
記
事
を
募
集
中
で
す
! !
）

〝
い
つ
ま
で
も
元
気
を
願
っ
て
〞


